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研究要旨 

本研究は、成人先天性心疾患患者の就労の実態および就労に関連した困難感を明らかに

するために、43 本の国内外の文献をレビューした。本研究の結果については、今後論文に

て発表する予定である。 

 

 
Ａ．研究目的 
本研究の目的は、国内外の文献レビュー

を行い、成人先天性心疾患患者における就
労の実態および就労に関連した困難感を明
らかにすることである。 
 
Ｂ．研究方法 
文献検索のデータベースは医学中央雑誌

Web、PubMed、CINAHL、EMBASEを使
用し、2023年9月までに発表された論文を
検索した。検索された文献から、成人先天性
心疾患患者の就労に関する記述がある文献
を抽出し、分析対象文献とした。 
分析は、抽出された文献の記述内容から

就労に関連する記述を抽出し、内容の類似
性により整理した。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究は文献レビューのため、倫理面へ

の配慮は行っていない。 
 
Ｃ．研究結果 
 文献検索の結果、2632本の文献が抽出さ
れ、一次スクリーニング、二次スクリーニン
グの結果、43本の文献を分析対象文献とし
た。 
 分析の結果、国内外における就労率、雇用
形態などの実態、就労に関連した困難感が
明らかになった。 
 本研究は今後論文として発表する予定で
あり、結果の詳細については論文に記載す
る。 

 
Ｄ．結論 

文献レビューの結果、成人先天性心疾患
患者における就労の実態および、就労に関
連した困難感が明らかになった。就労に関
する困難感に関する研究の多くは量的に調
査されたものであり、患者自身の詳細な経
験については十分に明らかにされていない。
今後、成人先天性疾患患者の就労を促進し、
働きやすい環境を整備するためには、イン
タビューによる詳細な調査が求められる。 

 
Ｆ．健康危険情報 
 特になし。 

 
Ｇ．研究発表 
 本研究の結果は、次年度に論文発表をす
る予定である。 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 特になし。 


